
と
の
子
た
ち
の
心
止
を
む
し
ば
む
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら

j
大

人

の

資

径

は

重

い
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立
そ

ば
に一一一即。。

O

A
佳

る
く
あ
ん
創
刊
一

友

淑立一
プ
、
一
掃
ル
主
グ

由
者
い
継
ま

後

伎
の
お
家

に
農

民野

、

初
先
ゐ
窒
か
崇
高
な
ま
で
の
姿
い
る
と
い
&
長
げ
で
、
半
績
と
は
ひ

を
一
見
せ
て
い
る
柏
槙
平
野
に
、
そ
の
ど
い
で
す
」
と
、
消
疑
者
へ
む
苦
三
吉
田

青
香
を
ハ
ク
ス
栽
培
に
か
け
て
い
る
も
あ
り
ま
し
た
J

ハ
ワ
ス
を
滋
る
の

グ
ル
ー
プ
、

H
青
友
会
H

が
あ
の
J

ま
に
一
千
二
百
万
円
も
か
か
る
と
い
5

7
0
現
在
、
会
員
は
ご
ナ
七
名
、
}
と
と
昔
、
不
作
が
あ
る
と
胤
貯
金
務
蛍

人
一
一
平
均
二
十
ア
1
r
H
に
及
ぶ
き
ゅ
う
に
大
き
く
縫
い
て
し
歪
5

ベチ
3

り
ゃ
い
ち
G
の
ハ
ロ
ス
諸
問
引
に
取
D

ッ
γ
5心
配
主
題
を
む
宇
か
せ
て
い

ま
し
た
1

ハ
ワ
ス
也
捕
度
は
、
き
ゅ

一
う
り
で
八
度
、
い
ち
と
で
一
え
設
が
限

釘
度
と
い
っ
た
と
と
ろ
で
、
夜
の
一
見
沼

ふ
り
も
怠
け
ら
れ
な
い
と
い
う
ζ

と
な

ず
し
、
乙
こ
二
土
一
忍
出
始
め
た
斑

点
肉
、
描
雪
叫
相
じ
争
品
、
警
黄
漏
出
砧

ど
に
も
4
?を
や
く
そ
K
J
で
す
。

で、

↓
一出
荷
期
と
い
う
こ
と
で
、
十
ア
1
ん

当
り
三
ナ
の
畳
議
長
と
い
い
ま
す
。

ほ
こ
先
を
「
結
婚
は
?
」
と
向
け
ま

し
た
ら
、
{
作
る
長
し
み
の
多
い
捜

裁
な
む
に
、

組
む
雪
者
た
ち
で
す
。

研
修
と
親
胞
を
密
約
と
じ
た
ζ
の
れ
ま
し
た
J

「
僕
た
ち
が
努
力
じ

τ

会
は
、
技
椛
議
額
、
親
境
問
、
先
輩
も
、
後
継
者
が
い
る
と
い
な
い
と
な

施
設
の
問
見
掛
T

、
他
の
グ
ル
i
プ
と
の
は
、
張
D
合
い
が
ち
し
か
う
」
と
。

交
換
金
な
F
x
f
p汁
っ
て
い
ま
す
が
、
広
々
と
し
た
間
関
陣
地
帯
で
す
が
も

出
荷
の
居
間
期
に
あ
る
い
ま
担
、
猫
都
市
化
の
波
が
押
し
窃
せ
て
お
担
、

の
手
弘
借
り
た
い
と
C
ろ
と
い
う
と
ハ
ロ
ス
を
造
る
に
も
い
ろ
い
ろ
と
織

と
で
す
。
き
ゅ
う
D
め
場
合
」
庁
間
で
約
官
受
り
る
と
い
う
と
ど
で
γ。
ま

十
ア
ー
ル
当
D
十
一
一
一
万
よ
か
ら
一
生
選
た
、
ハ
ロ
X一
栽
培
に
大
切
な
土
褒
糾
問

す
る
を
さ
つ
で
、
ハ
ロ
ス
の
中
は
玄
白
謹
む
に
お
い
に
も
気
沙
選
E2と
い

装
い
そ
の
ま
ま
に
青
々
と
し
た
去
V
内

J

ぃ
、
限
ら
れ
た
函
輔
の
中
で
い
か
に

め
で
}
杯
此
に
し
た
。
八
百
居
さ
ん
自
生
産
常
お
め
で
い
〈
か
と
い
う
ζ
と

居
先
に
掛
川
白
よ
い
き
ゅ
う
D
が
学
ん
が
、
自
分
た
ち
の
月
下
の
か
ら
い
で

で
い
ま
す
が
「
鮮
度
が
同
じ
な
高
一
味
あ
る
と
熱
っ
ぽ
く
一
謂
っ
て
〈
れ
ま
し

は
変
わ
り
一
ま
せ
ん
。
な
の
に
曲
っ
て
た
。



神
奈
川
県
響
が
昨
年
県
内
で
死
亡
事

前
を
立
円
起
と
し
た

E
フ
イ
パ
1
二
百

定

吉

抗

た

場

所

へ

出

し

て

ほ

し

、

@

持

業

主

行

っ

て

い

る

が

、

正

月

休

み

燃

え

る

ご

み

司

げ

し

尿

校

集

の
開
〈
ロ
月
白
日
1
1月
4
日
一
)
に

一
ご
み
の
持
ち
込
み
は
一

年
末
は
ロ
月
鉛
日
(
金
〉
ま
で
一
平

j

j

j

j

A

j

t

一
年
末
は
ロ
月
初
日
(
金
〉
ま
で
一
平
二
十
日
目
と
な
る
世
帯
D
A
d
D、
ロ

常
ど
お
り
収
集
。
年
始
は
1
月
4
臼

wv
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場
常
収
集
。
年
始
は
1
月
5
B
(木
〉
月
一
日
刊
口
と
M
臼
に
く
み
取
一
め
を
し
た

〈
水
)
か
ら
平
常
収
集
芝
行
う
。
し
・
年
末
は
ロ
月
初
日
(
京
〉
午
前
中
か
ら
平
常
収
集
者
円
甘
え
世
帯
で
、
使
槽
が
小
吉

iて
間
に
合

ム
た
が
っ
て
、
ロ
月
出
品
尽
か
ら
1
月
3

わ
な
い
家
庭
に
つ
い
て
弱
時
白
一

5
4

臼

ま

ち

収

集

し

な

い
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岬
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日
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レ
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2
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取
り
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受
け
付
け
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。

川
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川
そ
れ
以
外
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
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円
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喜

一
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一

年

末

年

始

の

収

集

日

程

一

三

川

受

け

付

け

し

な

い

白

で

を

護

者

。

年
末
は
ロ
月
初
臼
〈
京
〉
ま
で
平

V
受
げ
付
け
ロ
丹
日
即
日
〈
金
〉

5

常
ど
お
D
収
集
。
年
始
は
1
月
4
自

ま

で

色

一

『

3
1
!
i
i
s
i
i
i
J
U月
間
品
百
(
木
)
ま
で
、
環
境
説
明
生

2

9

日
銀
特
の
く
み
取
J
“

〈世
A
V
か
ら
平
常
収
集
室
付
ぅ
。
し

e

年
殉
は
1
月
4
日
〈
水
)
カ
b
h
仁
h

e

t

-

j

u

-

-

一
課
(
窓
口
H
H

番
)
で
受
け
付
け
る
。

た
が
っ
て
、
ロ
月
初
日
か
ら
1
月
3

7
犬
神
清
捕
隼
栗
場
(
捜
部
場
)
ぐ
み
取
り
作
業
は
立
方
自
百
(
土
)

V
持
参
す
る
も
の
印
鑑
、
手
数
料

日
ま
で
収
集
し
な
い
む
で
、

ζ
白
期
・
笠
木
は
ロ
月
即
日
(
金
〉
午
前
中
か
ら
Z一
角
4
岳
(
木
)
ま
ボ
ぱ
み
と
百
六
十
円
。
し
尿
〈
み
取
拘
確
認
カ

聞

は

出

吉

な

い

で

い

た

ぜ

ぎ

た

い

。

ま

で

。

な

る

。

各

家

庭

の

〈

み

取

D
霊前田
1
ド
ハ
ピ
ン
ク
忽

ご
み
は
、
指
定
吉
れ
た
日
に
、
指
・
年
一
殆
は
1
月
5
日
(
木
〉
か
ら
。
間
隔
は
こ
十
自
白
色
と
に
く
み
一
取
卦

察E室組談窓/湘F轄地区行政センター愈(22)2711 
4守主告捧相談 毎月揮2搭 3金援霊臼 13時~16時〈受付 8時半、電
話でも可〉モ四倍、毎月教育相談、交j軍事故招談、内耳真相談

高齢者験業相談在行っています。

<>泉市合向指談 12月238 13時~18時平車駅北口交番前
〈相談対法働相談、教育沼談・お車事政相談、県欲、市政一

般相談なと〉

お33
心配むと格談 s毎週月曜8 (第5 控除013持~15持
母子相談・平田、官時-1車時30分・常設
句買鹿沼蜜相談・平目、 9時~16時・常設
高齢者職業本自談，平日吉時30分-16碍 a常設
結婚相談・毎週日曜日10時-16持

市民税談愛/市役務管(23)1111 

一般己主檀相談・ 1 月初日 E火陸皇自〉・ 13時~16時 人数に吊j演がある
人将寄生4割自談。 1月12日〈木市彊白〉 ・ 13時~16時

行政苦情相談・ 1Jl12日く万q聖日) '13時~16時
資記相談・ 1 月13日 f釘曜呂〉・ 13時~16時

宅地建物相談・ 12月27日〈火盟臼〉・ 13時~16時 人数に市民且がある
住宅相説・ 12月208(火摺臼〉・ 13時'~16時
時 E耳帯築〈特許〉相談・ 1月 98(Jl曜悶〉・ 10f時---15時
下請取容i巡回あっせん・ 12月15日〈木惑星8)'13時'-16時

消費生活相談・毎週水摺臼 '10時-151静
青少年相談・平目、習時-16時崎常設〈青少年課3
φ交i車事故穏談 告主週月議霊g ・ 1由時~16時 場所交通望書E主主蕗金内

φ教育輯観.Jl藤田~壷覇軍鴎・ 9時-15時教育研究所相談室 も芸員重要1:H昔!:tIJ:栂談軍事鵠参事問"""1'>



平塚市桜業まつDは、 11月19Bから23日まで白3日明、見昨f
bイ4露首館や主伝行者天震でにぎやかに操り広げられた。
なかでもみつ防相立、約剖医の蹴苫が出活し、在庫盤E軍占るや
はんlまものの安い衣制品・臼用雑損が所せましと並べられたが
飛ぶように売れていた。間でも 10C円の京子売り場、ふだん子
供むおやつにE買を痛めているお母さん方、安いからたぐさん貿
いたいが、子院が虫歯になってはと、 IG，~己しながらも財布
者出していた。また、 ltて費生活展の中で行われていた「手づ〈
訟のおもちゃづ<IQJや「金魚す〈いjの謁断は、子供たちが

いっぱいで、明番を持つのが大変7さつだ。
一方、体育却の外で行われた「柏木市」や「農水産物の即売j

「きき酒コ」ナJなどはどこも黒山の人だかDで、水産物は早

〈も1時認で売り切れという汰暢だった。 3日間白人出は百万

70∞人。

①印鑑議録重ECカ}ド〉
話い。印鑑をお持ちド

ません。
②代理人にたのむと告は印鑑登録宣lECカ-}っ
を渡し、窓口そなえつけの申請書に住所、

民名、主主年月白等を正獲に芯入できるよう

お伝えください。

@まだ登録音していない方は、新たに登録手

観きをして〈ださい。

※モ由偽苧続きの詳しいととは、市民課持軍口

お当 ζ電話23-11日内融 234コハ心持たずね

を可

告

AMi-z
と
れ
が
同
ゐ
事
節
は
空
気
が
}
段
と
乾
管
、
火
音
響
議
会
も
詩
〈
な
め
火
災
が
発
生
し
や
す
と
な
る
。
特
に
、
宮
瀬
は
、
:
:
ヰ

官
i
z
i人
の
あ
設
定
し
さ
と
年
缶
四
位
し
さ
か
ら
、
と
か
〈
火
の
取
り
扱
い
が
不
注
意
に
な
幻
が
ち
に
白
る
。
そ
ζ
で
消
防
京
部
で
は
、

ei--Z
ヂヰ

ム
M
i
i毎
年
の
こ
と
な
が
ら
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
モ
の
問
、
歳
末
火
災
特
別
説
明
戒
を
実
婚
す
る
。
特
に
a
Z九
日

か

平

A
M
i
-
-ら
自
=
百
簡
は
、
午
後
w
八
時
か
ら
午
前
零
時
ま
で
む
問
、
市
消
防
職
員
は
も
し
ど
F
官
J

各
消
訪
分
間
の
方
ま
で
が
斑
ぞ
編
成
し
て
、
街
ヰ

官
i
z
合
巡
百
出
す
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
み
な
さ
ん
防
火
に
は
特
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

-z'
一平

わ
た
ぞ
し
た
ち
は
、

i
 

柑
も
間
同
岐
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

F、
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
く
語
工
し
た
も
の
と
同
じ
く
一
…
0
方
市
民
の
即
闘
い
で
あ

し
で
は
、
神
明
白
学
校
と
、
岡
崎
小
る
広
大
な
腰
掛
跡
地
の
払
い
下
げ
海

学
校
の
校
脊
が
あ
D
、
さ
ら
に
古
典
土
動
も
急
埋
に
熱
を
帯
び
て
ま
い
り
ま

小
学
校
、
念
日
小
学
校
、
山
誠
中
学
し
た
1

二
月
に
は
一

O
万
八
、
}
七

校
の
同
九
円
拡
両
紙
が
あ
り
ま
す
。
不
八
人
の
市
山
氏
自
署
名
揮
を
時
の
大
蔵

ζ
と
し
も
、
あ
と
十
有
白
ほ
ど
で
か
、
明
る
い
材
料
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
況
尽
あ
ろ
う
と
な
か
ろ

zE、
義
務
大
臣
に
官
接
手
渡
し
ゃ
/
ほ
か
、
以
来

終
る
う
と
し
て
い
ま
子
。
振

P返
っ
よ
伝
長
持
持
ち
を
前
吉
締
的
で
か
か
敦
背
に
は
醗
善
ぞ
う
〈
す
と
い
う
の
精
刀
的
に
咋
長
一
体
と
な
っ
て
理
爵

て
み
る
と
、
ζ

と
じ
は
京
況
に
開
聞
け
ら
な
い
と
、
地
方
行
政
そ
の
も
の
が
、
が
私
自
信
青
山
で
も
あ
り
、
部
年
も
ま
を
続
け
て
い
ま
す
。

d

辛
抱
む
と
不
況
白
大
波
に
這
ふ
ζ
ま
た
い
く
つ
か
の
校
舎
建
議
を
許
爵
し
そ
白
也
、
国
道
一
培
静
一
が
正
式
に

雨

3
Aパ
ョ
バ
ソ
マ
ー
リ
れ
な
い
と
は
害
毒
ん
。
て
い
ま

yo

主
と
し
て
市
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
合

切

'
J
¥
M
j
s
dノJ
物

や

、

市

民

サ

ー

ビ

ス

向

上

の

た

め

に

A55JJ蕗
総
点
ニ
と
し
費
譲
H
V購
っ

て

毒

事

館

主

]

プ

ジ

し

た

こ

と

eF
修
正
弘
喝
パ

1

J

;

哩

守

g

'

z

あ
る
い
は
獲
穏
と
み
の
買
い
上
げ
が

』
草
堂
悪
1

p

i

d

と
と
し
ほ
、
こ
う
し
た
献
し
い
)
一
方
、
限
月
四
認
に
は
、
平
底
市
省
品
目
議
時
代
の
す
ぐ
れ
た
方
式
と
し

そ
し
て
内
潟
に
よ
る
新
し
い
不
況
の
年
で
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
回
顧
し
に
ニ
O
方
人
自
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
て
評
論
さ
れ
、
全
国
的
に
臨
伝
さ
れ

ま
ま
牛
者
一
越
す
と
と
に
な
幻
ま
し
た
で
み
る
と
、
京
市
の
行
政
に
は
、
か
持
ち
仁
待
っ
た
ニ
O
方
都
市
と
な
D
た
ζ
と
な
t
E特
筆
し
て
よ
い
か
と

数
年
続
き
む
不
滋
自
主
什
打
開
す
る
た
な
り
の
み
る
べ
会
宏
も
の
が
あ
っ
た
と
ま
し
た
a

昨
昨
の
事
な
る
か
ら
首
を
思
い
ま
す
。

め
に
、
政
府
一
時
大
悲
午
覚
悟
の
大
型
自
負
し
て
い
竜
丸
長
く
し
て
い
た
の
で
す
が
、
市
制
四
ど
れ
も
乙
れ
も
、
市
議
会
と
市
民

毒
事
成
し
で
景
気
白
刺
激
警
妻
、
学
校
震
で
は
、
な
で
し
十
五
周
年
の
…
一
…
日
君
、
と

23
の
み
な
さ
ん
の
む
協
力
、
量
解
の

と
り
一
ま
し
乏
が
、
円
高
と
い
う
怠
一
外

ζ

小
学
校
、
勝
原
小
学
校
、
山
故
中
塗
麗
し
ま
し
だ
こ
れ
か
ら
は
名
目
た
た
ま
ー
も
の
で
あ
白
、

Fよ
り
暮
れ
に
当

な
伏
兵
に
傾
背
を
つ
か
れ
、
ま
た
ま
学
内
か
四
万
一
日
に
開
校
、
ま
た
底
げ
で
は
な
く
、
名
実
と
も
に
備
わ
っ
た
台
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
ふ

た
請
し
い
不
祝
時
代
に
突
入
す
る
こ
接
の
も
白
甘
ん
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
た
平
塚
市
に
す
る
の
が
、
私
た
ち
市
げ
ま
す
。

と
に
な
り
手
U

だ
と
白
書
名
げ
繋
お
む
協
力
、
市
良
各
位
白
色
理
政
担
当
者
の
藷
務
で
も
あ
b
、
市
民

ば
、
問
例
年
の
経
済
は
ど
う
な
る
の
解
白
結
晶
で
あ
る
県
立
五
領
ケ
命
話
の
み
な
さ
ん
の
娯
持
と
希
望
の
一
白
擦

>23く

平塚市火災予防条例の改正によ白、昭和53

年 1月 1臼から石油などの話堅持燃割を使ヨ移

動式のスト}ブは、地震等によIQ自動的に消

火する装重量または后動的に燃棋の県結を静止

する装置を設けたものを使用しなければなら

なくなった。

ふだんから注意はもちろλ、却演時の出火

防止のためにも耐震自動消火装重量付の石油ス

トーブ在使用していただきたい@

平塚市消防本線



市
役
所
へ
用
顎
が
あ
る
た
冷
車
吉
行
っ
た
が
駐
車
す
る
場
所
が
な
い
a

し
か
た
な
ぐ
一
庁
舎
前
の
絞
揺
禁
止
の
道
路
へ

F

あ

ょ
っ
に
、
い
令
吾
潟
杯
状
簡
の
市
役
所
叡
車
場
。
そ
こ
で
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
セ
痔
効
に
却
用
ナ
る
十
よ
町
、
絵
筆
岡
崎
を
払
穏

幣
備
し
、
従
来
の
ア

y
I駐
車
方
式
か
b
チ
ェ
ッ
ク
方
式
に
改
め
た
。
ま
た
、

ζ
れ
静
機
会
に
土
曜
臼
の
午
後
と
日
間
服
円
祝

祭
日
を
有
料
化
す
る
乙
と
に
な
っ
た
。

いしたい。自転車皇霊場足らないので、駅ま
で10.分位の方は、鍵緩のためにも、ぜひ揖い

費十箆線針溜織 す まl23-111l 内観4望書 ℃れただきたu、
抱一予知勾飽穂留桶胸躍留守却繍轡

一



ポ
ク
ち
よ

Avt難
い
@
Tも
、
乾
布
告
症
つ
甘
皮
醐
閣
を
鍛
え
る
ん
だ

運
動
し
た
晶
と
は
も
う
炉
い
薪
怠
れ
ず
に
し
法
し
よ
う

墨
o

M

ド

ニ
龍
山
地
か
b
玄
歳
児
ま
で
由
同
凶
児
た

ち
は
問
品
開
す
る
と
、
す
ぐ
上
前
十
毒
に

な
D
、
震
外
で
一
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
マ
ク

ジ
ン
を
し
た
白
し
で
爵
苔
ま
わ
る
。
こ

の
さ
一
1
ク
な
運
動
は
、
城
町
ミ
サ
子

嵐
長
が
四
時
前
か
ら
採
D
ス
れ
主
も
の

甲
、
大
去
な
成
果
を
上
田
り
て
い
る
。

治
初
、
子
供
の
健
康
古
色
気
づ
か
っ
℃

い
た
お
か
あ
事
ん
方
も
「
風
説
を
ひ
mr

な
く
な
っ
た
」
「
寒
い
日
で
キ
d
営
苦
手
、

過
己
す
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
都
幹

そ
の
も
白
。
子
供
た
ち
白
ヌ
I
R
M悼、

↓
一
一
月
売
ま
で
見
ら
れ
る
と
い
う
g

}
方
、
神
的
地
誌
の
市
立
さ
く
ら
幼

梓
路
モ
も
擦
に
こ
そ
容
回
な
い
が
、
独

樽
の
ア
イ
デ
ア
誌
出
常
事
、
体
力
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
は
毎
泊
朝
、
音

警
合
わ
せ
て
霊
草
背
中
合
主

運
動
を
し
な
が
ら
約
二
十
lh

分
間
に
わ
た

勺
て
伴
在
福
山
じ
て
い
る
。

実
は
こ
の
拡
領
、
モ
ヤ
シ
ッ
子
を
追

放
し
F
Fっ
と
、
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら

市
教
青
吾
鼠
閉
会
が
研
究
開
問
に
指
定
し
た

も
の
で
、
す
で
に
「
ケ
ガ
を
し
な
〈
な

勺
た
」
「
拝
、
れ
な
ξ
な
っ
た
」
な
ど
の

翼
が
屈
し
い
る
と
い
う
e

吉
晶
、
駿
む
卓
を
あ
で
で
一
体
吾
怨
い
笠
宮
む
伸
法
し
て
↓
」
ら
ん
門
須
賀
係
官
描
闘
で
同

1 Jl鐙(議〉雨天器市
市役所前午前10時出発

く2苦参加費格 3か月前より居住し、住工己登
鋸むある高校笠以上泊二子J

心競技方法チ」ム編成は、各地:K1体育振
興会単位とし、{碍チームでも

よい

む申し込み 12n16臼までに体育諜へ

‘正しいスキー投街、の修得をそット

ーに、全呂本7-キ一連盟公認の指ヨ導

員を抱いて、戸隠でスキー講習会を

潟〈。

く〉英耳目 2 Jl 3 認 ~2 .Il7滋
く〉会場 長野祭戸線村重量スキー主義
・金聾 17，000円 Cf，目白、講習会合u)
・事加盟格満16歳以上の健康な男立
・申し込み所定の用紙に必要事項を記入

りうえ、予約金 (7，00出向〉 骨密えて、体背



神田保育園 出村1466-2番地
金宙開育関 入野 112-3番地
須駕保育騒 高浜台9番 1号
南原保胃産量 南原1丁目 5主宰3号

吉沢保育瀦 上吉沢 221番地
花*台苦養育園 花水台1(l番21号
しらさ吉楳育極東中原2了呂14番 2号
夕陽"丘苦養育園 夕陽ク丘10番 7号
右車操宵闇 横内2401番地
大神保育関 大神2口56"苔地

平器開育園 信也前4番13号
棋院J探宵濁 平塩2135署長治
明石町保宵盟 磁石"BlJ15主藍16号
白百合保育麹 立野町31番目培

島古ひ探宵慰 問内 31(，番地
横内障青箇 横内3824番地
いずみ保育関 万国 476番地
金程探育園 北金目 459-1著書地

八幡楳背開 問之官 235番地
大町保育園 根坂間 737-2番地
ゅうか担保育嵐官事碕 449-2番地

中原保育溜 中原2TEl3醤 41号
高村保育協 ー高村 209番地
富士見保育鴎〈仮コ 平語 846見書地

決こどもマンガ映E霊会
@上映映爾「時遊記亡さいゅう記)J、「ょう
ζ そ宇宙人」

'12月18日〈臼〉第 1@]呂午前10時から12時
まで。第2回目午後1時から3時まで。

曹界j富良 ノ'lv:jコ苧4主とそ白保護者80人。

女これからの主な儀し物の予定

青少年会館では、 1月から3月までの主な
催し物を長乞空した。お楽しみに。

索開主主鞍蜜 cl月下骨〉やさしい本焼
合青年弱体揺塘者研搭 (2月上旬から〉レク
Dエ」ショジの実習・グノレ}プの運営方法
などについて

ヲ金スポーツ・ )c-)し教室主 (2月中旬コ手軽な
スポ“-yのノレ-)レと実際
女マンガ腕E罰金 (3月上旬〉乙どもむけマン

合体輯臼毎週月曜日と11}'g24臼 E木〉
出催し物の申し込みは、電話または箇接来館

のうえお気軽にどうぞe 瞳重量32-7029

0， 
・1月128 午前10時から午後3時までo
a場所は、北金問から翼団にかげて。

@申し込み 1}'g4日までに往復はがきで博
駒館へ。

女主主を見る会・火裂を見ょう 012月18日亡日) 9時3日分と138寺3C分

塾遠鏡開って、赤い火星を観実害する i_晶加点腕 3時間2分
リ月188 午後5持から7時問。 101月228C自) 1僻と14時
@申し込み 1月 8臼までに往復はがきで捧 j rひとPでできるj 々 力三手- 27分
駒書官へo /1'，時此 f'>_/""'_-仲ザ口問伸明色同，~;; i r父と低Jちの赤信号」 カタ吋 30分
みを。

ヲ者糸を作ろう

トの濁きくらべJ

1:<こどもレコードコンサート

ピアノ、 yナ夕、'7ァイオ 1J >'~Yナタ他

w判川川川"川山"山"山川z灯川山川t“川山川iμ川山t“ω1“"唆文 学学l川山i川川"山山川l口問山2口山山iη川山l口川山"山山"川川i口山山i口川山3日山山川iμ川山川t日川川川"川1“!川T引川!口1
欝E阜手E議室蒲日記 3野ザl巴弓邦暢
死由輔 j踊2渇吾尾敏主雄産
真回太平記六 犯泊技度i正E太郎

時をきざむ潮 牒本泉

透号明耳な事窟節匝 揖顕般

折鶴が珂知]つた H下圭介
天女白密空窓昆 ム涜E主巻会義縫
遠い約東 反1刺昔釘鮒?消占静多子
探俵物語 E毘別主到j佼提
主黒黒の機5欝喜 瀧詠

戸E隠謹伝説 半村良

自い小穏 E紺牙村卓
コメデイアy ノ4小jト¥泉喜喜喜美子
旅人たちの墓石 三好徹

一仁え宅苫の掛 赤江謹議露
4 大いなる笑魂 耳酪奈ヌ京怠詩四4

'"削"叫附'"

わ7が5引ま歌と愛の言記己 西憐八十

立光の在混甚白なかを 森崎和E注
苧主謹家治虫の青立捗少なt世立幻』丹q 石上三主詩手主忠5 
極揺トンボ 藤山賀海

話詰まかわりますが 土底まさる

言葉あるいは日本語 丸谷才一

覧雄たちへ由民歌 上前淳一郎

メイコめV吋正 中村メイ子

もう)つ盟IJの発想法 竹村健一

菊とパット ホヲイティング

佳膏な話 吉田健一

日本を演出する新僚像榊民主英資

モ良さん汽車の!fr氏 斎藤茂京

医者の歯ぎしり 庄司議

南蛮河湾邦軍 珂11百'A，z
川川1m家縫・生;吾川1111)111川 IHlHllI

藤工芸 悶千鶴

012f'l22臼 C木) 14時~
「えかきうた レコ」ドを聞きながら、

えをか吉ましょうJ

仁当日クレヨンをむ持きま〈ださい2
0故館臼
毎i塵月躍臼 e毎月月末・祝日

O~語審輯千254 浅潤田J12-41(31)日415

一一tシリーズ.~}3史j

叩削flH川t

寒〈なると室内で遊ぷ時主苅司7がう肘f、多くなる。

特に4体みなど何人か集まつて講しむ機金が
た〈吉んある。今月は、そのような時に利用

できる室内ゲ」ムの本をいくつかとりあげて

みた。

「母と子が遊ぶ本j 遠藤ケイ抽

幼い頃に遊んだ思い出の遊ぴ、母から教え

られたなつかしい遊び、あやとりから紙級ヱ

まで、手づくり白遊びの紹介。

f世界ゲーム否制 1J ザブレタ)c繍
室内白、集金の場で行なうゲ}ム20 0種
を収録してある。遠い宋知の[llJのゲ}ムは特

別白魁力をもっている。

「たのしい皇室内ゲームj コロンピ7 ・トップ
他・「嵩しいあやとb遊びJ育よ昭久. r指
遊び・手遊び・!)ズム遊びJ三宅邦夫他・ f

青木健作. r双六J11、
モぴ百斜j重量金

齢不;業三



教室主を開きます。なるべく妊娠7か
月までにお受けください。

時3C分から 16時まで、吉
授、筆記用具をお持ちください。

日程 1月 9目、 17日、 23臼、 31白
骨青市役所B会静三室
申し込み電話かハガキで

浅間町9-1市保健楕生課
電話 23-1111 内錦259・260

}一一、保縫所だよ百一日一

32-0130) 

ださい@

生後10か月から12か月末満の赤ち
ゃん7引受ける健診です。受診できる

医醸機関が限られます。〈わしいこ

とは保健所におたずね〈ださい。

E診査の知らせを受け取っていな加
方は保提新に取i[Jに来て下さいコ

磁場所・平器保健所

閣時間・ 13時-1生時まで

[3語、月児鍵診〕

1月 6日 52年 9月 1日-10日生
1月13臼 52年古河11日-206主主
1月初日 52年 9月紅白-30日主主

[3歳児鍵診3
lYl5849年11月 1日-10日生
1月19日 49年11月116-20臼笠
1月26日 49年11月21日-30日生

旭公民館高村団地分譲

管型車集会場

4シ13臼大野公民館
横内問地集会揚

! 1 fJlO日 旭公安直宮高村部地分譲
j -場~11日大野公民館

横内湿地築会場

j盟判定自
1 1月12日

; 裕 1議までの赤ちゃんを対象。
; 栄聾、主伎主活指導、体重由測j定等白育児

i一…と)緒Lにこ考える。時間は9時30分~10時30分母子健康手帳を時書
j問問問崎公民館i - 神田公民館
ク 22臼吉沢公民館

町 ? 23日大野公民館
; 1月 66 金田公民主官

横内宮地集会場 j 達するまでの乳幼児で 1田も受け j ク 10自 費演公民館
i ていないお子さんc1白受ける) ~ .p-12日 土屋公民館
i※ 4績をすぎると小学校1年生まで j ク 136 市役所B会議室
i 法律的には受けることができない i
i のでなるべく早〈受けて〈ださい;
;翻時間.13時30分から15時まで。た j
i だし民EDの会場は14時から15持。

輔対象・満3か月を経過して4歳に i盟巡回目稜 i 

古住所北金目1414 酪農を絞営
しておられる井上隷ーさん仁28歳〉
と文子さん (27歳〉の次男。混在
11か月半で身長73.5雪、部重量11
6九官、 51年12月16日主主まh。
直樹ちゃんは阜起きで、まだ暗

い 5時半むろから起きて仁ママと
--l吾に毎日牛のエすくれのお手伝

い。遊び椙手は2綾の茂樹君とお
じいちゃん〈茂吉ん〉とおばあち

ゃん。やさしくして〈れるおじい

ちゃんがl番好きだそうだ。

21日
22日
須賀公民館出松原公民館

出金田公E強官

毎月実施しています。受けやすい

盛場でお受けください。

豊富対象. [草1期]-3回受けるe
生後2歳から4歳までの幼tE.. 
E接種間隔は2回 3固とも3i昼間
肯ミら8週間〉
E露 2期J-l侶受ける。
第 1期の3@H'jt'終ってから1年
から 1年半までの期聞に受ける。
〈生後4歳までに第2期を完了す
るζ とiJf望ましい。コ

X第 1期が終了して第2織の接種を
していない幼児¥('i... 6歳まで受け
られる Cただし 5 静~-:t三から 6歳未
満の幼児はシフテYア、磁傷風の
こ種複合〉

翻時間・ 13時30分-15時まで。たた、
し);(印の会場は14時-15時
[12月3
20日出善公民館旭公民館
〉科z史嬰協二主沢支所

1月13日仁金〉 金目小学校 12， 30-16 ' 00 
グ 真.:tc/J、学校 13， 30-15 ， 30 
1月18臼 Cホ〉金田小学校 12'30-15・30
1月19日仁木〉 炭善ノj学校 13， 30-15 ， 30 
グ 池小学校 13'30-
グ 南原小学校 13'00-15・00
1月初日 C金〉 花水小学校 12， 40-15 ， 00 
グ 附崎小学校 13， 00-16 ， 00 
'" 八幡小学校 13' 00-15 ， 00 
1 R24f1 (火〉港 小学校 12: 45-----15 : 30 
ク 大野小学校 13， 30-15 ， 30 
4少 横内小学校 12白羽-16'30 
4シ 勝原小学校 13 00-15' 30 
1 jj25日 C水〉泊ノ:h学校 13'30-
グ 盟問 fN~主主校 13' 00-16 ， 30 
4少 神田ノ'h~~:;佼 13， 00-16 ， 00 
9 松iJf丘小学校 13 自0-16'00 
1月26日 C木〉土屋ノJ、学校 12， 30-15' 00 
l月27日仁金〉 中原小学校 12， 30'~15 ' 30 
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レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
ク

1
用
マ
ッ
ト
レ
ス
、
ベ
ピ
1
用
品
重
計

I
ム
ア
イ
ロ
ン
、
プ
レ
ヤ
I
、
一
回
風
議

D
ン
(
子
供
用
)
、
ひ
な
人
形
、
メ
』

H
4
~

守
エ
デ
ィ
ジ
グ
ド
レ
ス
、
掃
人
用
コ

ikr
乳
児
童
事
舟
椅
子
、
コ
ジ
ピ
フ
ッ
夕
、
ス
テ
レ
オ
、
ラ
ジ
オ
(
レ
ヂ
主
ん
式
〉
?
ゴ

i
フ
ン
ド
、
ナ
ベ
D
台
、
プ
ラ
ン

c
d

縮
機
、
工
業
用
ミ
シ
ン
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ベ
ピ
I
フ
ェ
ン
ス
、
ハ
ジ
ド
ス
チ
1
マ
時
蔵
庫
、
都
市
ガ
ス
同
(
風
呂
奈
班
、
湯
コ
、
婦
人
用
自
転
車
、
ペ
ピ
1
パ
ギ
1

且
録
情
報
は
:
・
ッ
ド
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
応
援
セ
お
は
品
、
か
吉
、
人
台
、
イ
オ
ン
撃
水
揖
号
、

y
フ
ア
ベ
ッ
ド
、
プ
ロ
パ
ン
ラ
ジ
ア
ん
虫
イ
ャ
、

D
ヤ
カ
1
、
お
ぷ

み
な
さ
ん
の
色
協
力
で
、
問
い
合
わ
ッ
ト
、
ツ
フ
ァ
l
、
食
語
棚
、
持
凍
庫
器
、
ボ
リ
製
石
相
入
れ
用
器
、
オ
ー
ト
舟
(
大
型
霧
蹄
器
、
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
い
ひ
も
、
ベ
ピ
1
サ
ッ
シ
‘
揖
行
器
、

議
語
が
非
常
に
増
r

え
て
い
る
。
た
だ
ク
ー
ラ
ー
、
ク
イ
ン
ド
ア
ァ
ン
、
都
市
パ
イ
〈
初
出
〉
テ
ー
ブ
ル
)
、
石
油
ハ
ス
ト
ー
ブ
、
組
新
生
児
た
ら
い
、
子
除
用
木
制
裕
子
、

、
み
な
さ
ん
か
ら
の
商
い
合
わ
せ
の
ガ
ス
樹
木
の
風
呂
、
ス
テ
Y
レ
ス
苔

t
i
l
i
l
i
l
i
a
-
-
i
;
i
n

嵐
機
〉
、
ポ
J
嵐
官
白
扇
、
チ
ェ
ッ
ク
タ
木
町
門
謡
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
1
、
ブ

き
に
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
槽
、
プ
ロ
パ
ン
消
(
パ
ス
オ
ー
ル
、
恥
一
絞
っ

f
i
f
iい
!
…
イ
子
、
絵
本
、
古
学
詰
刀
パ
ン
レ
ハ
プ
童
、
草
刈
機
、
卓
球
台
。

も
あ
る
の
で
、
号
了
解
を
。
ッ
ト
オ
i
ル
、
風
円
の
バ
ー
ナ
ー
〉
、
マ
五
i
八
歳
照
男
子
衣
摘
、
七
玄
三
善
(
黒
)
、
県
立
高
校
の
教
斜
欝
(
一

5

ζ

」
不
用
品
選
一
撃
情
報
一
は
英
会
話
用
力
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
、
除
物
、
子
供
用
ス
キ
ー
ワ
工
ア
1
、
九
歳
一
ご
さ
、
医
学
年
用
一
凶
猛
セ
ッ
ト
、
和
一
さ
し
あ
げ
ま
す
今

生
当
課
生
活
川
内
電
互
助
お
!
一
一
一
一
写
夜
、
ド
一
フ
ブ
h
m
i
、
す
点
話
、
昨
討
を
F
衣
類
、
七
縄
問
の
rtht
一
語
、
ポ
文
タ
イ
プ
ラ
イ
占
l
、
学
研
摂
準
学
問
ヤ
お
く
チ
4
、
雫
歳
児
衣
類
、
ブ
ロ
パ

内

線

二

汽

一

一

ユ

ニ

ホ

ー

ム

、

令

魚

肘

木

構

、

カ

メ

ラ

I
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
、
和
喜
ス
、
基
見
力
一
フ
1
芭
樹
、
ス
ケ
ー
ト
靴
、
ワ
エ
ッ
ト
ン
用
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
都
市
ガ
ス
同
渓

自
転
車
(
五
段
ギ
ア
)
、
す
イ
ク
リ
ン
押
入
内
毛
丘
、
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ろ
す
ス

l
y、
剣
道
叶
共
一
式
、
緊
結
ユ
L
ホ
飯
器
、
時
速
風
、
机
、
女
学
生
南
方
バ
」

譲

り

ま

す

グ
阜
、
子
保
用
自
転
車
、
車
の
b
F
イ
ヤ
イ
ド
点
l
w
p
、
テ
T
げ
ん
A
h

に
ふ
潟
U

1
ム
、
鳥
か
と
、
ォ
ル
宵
V
、
ェ
レ
h
y
u
v
、
ジ
ロ
バ
ン
、
昨
出
p
r
e
F

毎月第九

。中古書書(住居番号付番申請書〉を市民課

窓口に提出してください。

。住居番号は「住所Jと名のつくすべて

のものに使用される大切なものです。

※詳しいととは、市民諜〈電話23マ1111内灘

229)へお問い合むせくだ辛い。

販売品毘豚肉、ハム金品

割引 平常J2j主主小売価格の

1009につ書記円安。

Eただし、〕昔話特侶品を除o

問い合わせば市事控訴主包括諜

f電話23・1111内輯264)



正
月
の
慣
例
符
事
で
あ
る
梢
紡
出

初
式
は
、
一
月
六
日
な
緩
由
学
校
と

市
役
目
間
前
広
場
で
関
か
れ
る
。

出
初
式
は
、
理
良
消
防
閣
は
闘
の
表

彰
な
と
』
骨
一
江
藤
中
学
校
岐
路
で
行
い

続
い
て
市
問
所
前
で
平
堤
千
日
式
消
防

様
存
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
ま
と

い
の
振
り
込
み
」
や
は
し
む
乗
り
、

さ
ら
に
自
治
会
役
員
さ
ん
の
協
力
に

よ
る
街
頭
梢
火
器
を
使
っ
た
「
消
火

演
技
」
、
縄
訪
職
員
に
よ
る
「
救
助

活
動
簡
捜
」
な
P
品
川
被
欄
略
さ
れ
る
。

マ
臼
時

1
舟
6
日
〈
金
)
々
前
9

時
か
ら
ハ
小
雨
同
行
、
強
溺
の
場
合

法
陽
中
学
崎
体
育
館
に
で
式
典
の
み

行
う
〉

私
は
、
市
内
に
住
ん

跨
で
い
る
者
で
す
が
、
密

書
館
塁
審
?
セ
の
穆
唱
で
い
ろ
い

ろ
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
J

が
、
館
内
に
鰯
単
な
飲
み
駒
等
白
設

備
が
な
い
た
め
、
子
供
述
れ
で
き
た

喜

多

差

に

害

ま

す

。

ち
ょ
っ
'
ど
の
p
hか
か
わ
い
た
b

てよさ

な
ど
、
館
内
に
販
売
機
が
あ
れ
ば
非

常
に
扇
か
り
幸
7
0
せ
め
て
牛
乳
で

よ
ろ
し
い
で
す
か
ら
、
ひ
と
つ
お
願

い
し
ま
す
。

マ
場
品
開
江
陽
中
学
校
と
市
内
慌
涜
前

広
場な
お
、
可
円
は
午
前
む
時
に
サ
イ

γ
ン
が
鳴
る
の
で
お
間
違
い
白
な
い

よ
っ
に
ο

ま
た
、
唱
で
の
同
法
r
は一」

冷
暖
苫
J

幻
件
十
周
家
計
簿
が
で
き
た
。
包
帯

沼
の
方
は
、
市
役
所
生
活
課
窓
口
同

番
へ
お
い
で
を
。
コ
Y
ピュ
1
タ
i

r
d主
打
諮
断
表
品
川
で
メ
モ
欄
島
人

っ
て
い
る
s

た
だ
し
、
先
着
五
百
名

-R人
権
法
律
・
行

政
表
情
幅
制
談
は
役
由
同

毎
月
第
一
士
曜
日
に
持
っ
て
い
る

あ
な
た
の
人
権
者
守
る
「
人
権
法
揮

椙
説
」
と
、
行
政
機
弱
に
対
す
る
苦

情
や
意
見
な
F
4
f
受
け
る
「
行
政
宮

傍
椙
説
」
は
、
一
月
戸
。
、
宏
一
日

〈
舎
曜
日
〉
に
受
更
に
な
っ
た
。
お

間
滋
い
白
な
川
口
よ
五
つ
に
。
詳
し
い
こ

と
は
市
民
相
説
を
〈
占
J
β
・
一
一

一
い
門
的
町
二
九
J
U
へ

不
用
犬
の
引

動
物
保
識
巴
ン
タ
ー
で
は
、
年
来

年
品
川
の
京
湾
犬
白
一
引
き
取
白
菜
掛
か
)

次
む
と
話
hu行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

犬
白
鑑
札
、
古
川
町
議
第
お
よ

び
愛
犬
手
樋
宇
品
付
事
の
う
え
一
、
究
接

動
物
保
護
セ
Y
虫
ー
か
一
一
唱
塚
川
町
健
所

へ
つ
れ
て
き
て
い
た
だ
投
与
~
い
。

な
詰
、
十
一
一
月
は
不
用
犬
の
進
国

祝
容
は
行
わ
な
い
の
で
と
祐
一
成
冷
九

円
動
物
保
護
セ
ン
タ
ー
〕

マ
年
末
ロ
月
M
A

日
〈
月
〉
疋
午
ま

で。マ
年
拍

1
月
5
日
(
木
〉
か
ら
@

門
担
1

壊
保
嘩
競
}

マ
理
末
位
月

n
E
〈
木
〉
午
前
ぬ

時
ま
で
。

円v年
始

I
R
5門
口
(
木
〉
か
ら
@

持
若
に
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
D

必
共
下
水
準
事
白
た
め
、
市
問
山
間

閉
山
の
道
路
が
令
指
交
通
一
止
め
に
な
っ

て
お
り
、
大
窓
口
弘
活
空
か
け
て
い

る。
乙
の
下
事
は
公
共
下
水
道
大
野
車

排
水
区
後
谷
幹
綿
築
造
工
事
で
、
一

H
M
h
r虫
了
四
討
と
い
う
大
み
試
み
品
排

水
K
H
P一
布
設
し
て
い
る
。
工
事
期
間

は
九
万
か
ら
来
年
一
一
一
月
ま
で
。

こ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
は
且

D

抜
け
で
き
な
い
が
、
市
健
所
へ
の
出

火
D
に
つ
い
て
は
支
磁
の
な
い
よ
吉

ι

読
通
路
を
確
保
し
て
い
る
。

市役所前の道路

ど
っ
P
、
工
事
期
間
中
は
、
交
通

困
問
山
小
阪
に
し
ん
ん
が
つ

C
い
た
だ
主
た

い
来
矯
と
山
口
ひ
げ

橋
が
重
量
制
限

骨

骨

骨

骨

鈴
川
に
却
設
さ
れ
て
い
る
犯
輩
出

と
寺
田
縄
帝
結
ぶ
「
東
日
倒
」
と
向
輔

の
「
白
ひ
げ
橋
一
は
、
昭
和
一
一
一
年
に

建
認
さ
れ
た
も
り
で
あ
る
が
、
近
む

ろ
一
車
両
の
並
存
が
激
し
く
、
ま
た
大

型
高
唱
し
問
自
明
閣
に
竹
山
寺
に
よ
り
、
鳴
子
や

嬬
床
の
損
協
が
目
立
っ
て
き
た
1

そ
と
で
、
当
分
の
問
、
門
橋
と
も

四
ト
ン
ま
で
の
電
損
悦
段
、
夜
行
う
こ

と
に
な
っ
た
U

み
な
さ
ん
に
は
、
大

変
不
院
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
が
、

ぜ
ひ
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

な
お
、
橋
の
架
け
替
ヌ
ば
、
鈴
川

の
河
川
政
穆
の
と
き
に
仔
わ
れ
ザ
hv
予

定
に
な
っ
て
い
る
ロ

ー
宮
両
校
生
歓
迎

i

大
磯
に
あ
ゐ
県
立
噛
南
青
少
年
の

担
割
で
は
、
青
山
ザ
但
を
対
設
に
「
少
年

間
借
指
導
者
研
悼
会
一
」
の
宿
泊
緋
酵

を
開
く
E

対
象
と
な
る
の
は
、
十
六
歳
か
ら

一
一
十
五
歳
ま
で
の
青
少
年
亡
、
特
に

高
校
笠
の
参
加
を
一
呼
び
か
け
て
い

る
6研

昨
悼
会
の
内
容
は
、
子
酔
例
会
、
ボ

ー
イ
ス
カ
ク
ト
、
ガ
ー
ル
ス
方
向
ノ
ト

Z
E
C、
鐸
民
少
年
間
、
海
洋
少
年

問
、
ス
ボ
l
y少
年
印
刷
等
で
活
動
し

よ
う
と
す
る
万
の
た
め
に
、

η
ー
ダ

?
の
心
得
や
ゲ
ー
ム
・
ソ
ン
グ
・
オ

D
エ
ン
テ
l
n
y
yグ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

白
青
少
年
活
動
な
E
を
勉
強
す
る
。

申
し
込
み
方
法
は
、
十
二
月
十
九

自
(
月
〉
ま
で
に
、
直
接
湘
南
青
少

年
の
家
に
電
話
で
申
し
込
ぷ
也
7z
定

説

お

臼

日

日

日

目

白

日

自

日

目

白

日

と

幻

お

幻

m
u
お

お

U
M叫
却
幻

m
の

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

乙

次

自

白

日

臼

尽

呂

田

日

日

目

白

日

明

、

口

加

担

お

お

幻

刊

日

お

幻

お

お

幻

戸

支
g

A

H

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

九

日

目

白

日

日

日

臼

日

目

白

臼

白

日

伯
楽

7

H

日

刊

山

口

お

お

幻

お

m
u
r
u

u
帥
。
日
臼
呂
田
沼
臼
門
口
門
出
口
問
門
昨
日
目

…
γ

事

た

3
m
8
9
ロ
ロ

9

7

U

9

m

U

9

ゆ

動

れ

~

、

、

、

、

、

、

、

i

、

出

向

ら

日

目

白

日

日

日

臼

臼

日

日

臼

臼

日

日

刊
う
め

1
お

4
4
2
1
4
3
紅

5
3
7
5
3

m
ゅ
定
同
月
シ
月
月
月
月
月
月
シ
月
月
月
月
月

き

D
I
V
2
3
4
5
6
7
4
8
9
初
日
ロ

i 聞の門松は枕印廓jした紙を j さて、門松といっても枇使わ
Z 玄関に[止るなど閥単なもむもあり i ないものもあDます。長町村大金
き ますが、右上の写真は伊勢原市沼 i のある門には、門松に曜の木と榊
5 自のある君主の門公です。松は三階 j を使っています。また『新編相撲
3 松とか四階になったのを選んで切 i 国風土記稿』には、問担聞の密検
~ l)、 30日十こ門口に杭を打ち、竹と i 野判Ujfヨ原では「議日門戸にシキ
5 松を結びつけて立てます。モして ! ミを立てて松に代j えていたとあ
E 松のもとにはケヤキまたはクヌギ i 担、必ずしも松とはL坦Dません@
Z 翌

さ の木を半分に郡白、三つずて二包JEIii ! 松・シキミ・榊などは常緑樹どし為
き を外に向げて立主ぺ、どれを「オニ i うととで持過していますが、乙れ
E クチマキj と呼んでいま:30 i は偶然¢一致ではなく、
5 ζ むようにして立てた門松は工E かの意味があると考えL

5 月 38まで立てておき、 48 ~こと j 内拾の松を切ってくることを徐
e '0はずします。そして、その松の j 迎えといいますが、その時の伊強
i 芯を喜子泊、内公を立てた穴に差し ; や門松に供物在したりすることな
5 そのまわl)，こオニクチマキを三角 ! どを考えあわせると、門松という
さ に主主べておきます。 ζれ吋ま 2Ill oは単なる飾りものではないこと
E 臼のオタナサゲまでしておき、 4 ! は確か百す。涯に怯を河本も立て
5 日にはずした拾やゲ:rv主正月 14日 i たbずるなど各地白門松os計少や昂
E のサイト燃きに燃lし、オニクチマ i 潤伝軍全体の中で考えあわせると
i 品主寒餅をつく時の薪に使います P:!*というのは正月の神「滋神j
き こうした門松並立、かつては平援 i がよ白つ〈桂代(よりしろ〉であ
き でもあ担ましたが、今ではオニヲ j るととがわかDます。常緑樹老議

E チマキまでしたものは見られませ i んで使うというのはζ のためです
三 ん。ただ、長炉竹志使うことはご i 拾迎えやすす払いは12月13呂に行
わらず、竹金一本長〈立て、それ j う所が会宮的に多〈、正月を迎え

に拾を添える形の門松は平器開i近 i る準鴻はすでに拍iま勺ています。
の特融といえましょう。， 斑お帯ねは捧物館(，，3ヤBll1)へ

門松と申勢原市沼目〉

慌
た
ち
が
襲
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
今
ま
で
自
分
で
使

っ
た
ζ
宰
わ
な
い
よ
っ
な
こ
Fぽ

芝
止
ま
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、

ち
ょ
っ
と
震
っ
て
み
た
い
気
持
ち

が
起
き
る
の
で
す
。
ま
た
待
機
白

面
号
動
も
FRUく
て
た
ま
ら
な

い
白
で
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
た

い
気
持
ち
が
起
き
る
の
で
す
。

そ
ζ
で
、
と
む
よ
ー
つ
な
品
開
市
な

A
君
は
J

知
市
閣
に
入
聞
出
し
て
か
と
と
ぼ
や
、
行
動
を
ど
む
よ
っ
に

ら
「
パ
カ
干
ロ
ク
一
だ
白
「
オ
メ
投
っ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
一
か
。

ヱ
」
「
テ
メ
エ
〕
な
と
V
A一
日
う
よ
畏
れ
は
一
時
の
流
仔
の
よ
う
に
考

う
に
な
っ
て
し
ま
い
寧
レ
た
。
ま
え
て
い
た
ど
豆
定
い
と
思
い
ま
す

た
指
き
方
も
わ
ざ
と
闘
を
振
っ
て
そ
の
た
め
に
あ
ま
わ
神
経
横
に
な

事
い
て
み
乱
た
り
、
靴
を
ナ3
b

ん
ら
な
く
て
い
い
の
で
す
。
向
よ
D

と
ほ
か
な
い
で
カ
カ
ト
を
ふ
今
日
い
も
一
穏
や
か
に
採
っ
て
み
て
f
だ
さ

は
い
た
D
し
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
い
。
「
号
ん
な
こ
F)ば
笠
使
っ
て

よ
い
白
か
と
山
町
田
に
な
っ
て
掴
談
は
い
け
ま
せ
ん
」
「
そ
ん
な
こ
と

に

み

え

芋

い

た

。

易

し

て

は

い

行

ま

せ

ん

」

λ
関
す
る
前
は
、
親
、
}
滋
撲
と
で
つ
よ
っ
に
「
い

子
の
ふ
れ
合
い
が
お
も
宇
津
け
ま
せ
ん
」
白
連
発
で

だ
っ
た
の
で
す
。
と
乙
可
抗
V
犠
Fι

は
な
く
て
「
こ
う
い
う

主
義
一
樹
ど
い
h

一
嘉
吉
呼
一
に
ふ
う
語
い
ま
し
ょ
う

し
い
世
界
、
新
レ
い
社
調
幾
緩
喝
ね
」
「
乙
う
い
た
雲
市
う

会
に
ス
っ
て
み
る
と
、
唱
に
し
ま
じ
よ
ヨ
」
と
い

今
票
率
し
て
い
た
語
審
人
ゃ
、
う
喜
一
的
な
辱
主
μ
を
し
た
万
が

近
所
白
友
達
な
ど
と
、
ま
る
で
畠
ょ
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
言

っ
た
友
設
が
沢
山
い
ま
す
。
そ
の
い
ま
し
ょ
う
」
よ
り
も
「
こ
、
2
詰

友
達
は
吃
活
の
仕
方
が
違
い
ま
す
っ
た
方
が
〈
し
た
万
が
〉
お
母
さ

か
ら
、

ζ

と
ぱ
や
行
犠
も
い
ろ
い
ん
は
蛤
し
い
」
よ
寸
評
っ
た
方
が
よ

ろ
過
F

つ
め
げ
で
え
と
の
よ
ラ
に
い
の
で
す
。
晋
簡
を
な
で
て
カ
ン

ζ
と
ぼ
や
行
動
が
違
っ
て
い
あ
子
力
ン
に
怒
る
の
は
禁
物
で
す
。

毒事の吉羽iこまだ余絡があザ:1:1"0

5手めに申し込んでください。 。巡回臼穫 12月21臼〈水〉と26日 E月〉日護軍

悼/lf0J6日 f金〉市役所/118C刀0 と18日 C

水〉殿内:L，*/128 約電コ二

ややむご協力ありがとうございました000

昆騎慰平;五百82.2在、藤林省梁樹試験去詰3C革、豊

田地区自治会33京、，"原町内会連合会82本、東市

原自治会46京、酒販組合青年産s9本、県立高訴高

校208京、平窓口}虫}アクトクラブ125本、平

塩なでしにライ才ンズクラブ76;本
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